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ルケス（Niyazi Berkes）の The Development of Secularism in Turkey (1964)とバーナード・



































トゥッラー・ギュレン（Muhammed Fethullah Gülen, b.1941）の思想に着目する。彼らの活
動が開始され、次第に注目が集まるようになった時代は、トルコで 1980 年に軍事クーデタがお
き、1997 年に軍部が政治介入した「2 月 28 日過程(28 Şubat sureci)」という出来事を経た、
主として 1990 年代以降である。それは、世俗派の支配エリート層から除外されてきた「イスラ
ーム派」が、政治エリートとして国家の中枢を左右する力を有し、また都市における高学歴の


























を涵養する 10 代を送った5。その過程でサイード・ヌルスィー（Said Nursi）のコーラン解説




3  ギュレンの年譜は[Can 1996;Erdoğan 1998; Yavuz 2003:197-205; Mercan 2008;Ergil 
2010 ]を主として参照した。 
4 ギュレンの生年については、公式ウェブサイトに掲載されている年譜や自伝的内容のインタ
ヴュー集である Erdoğan[1998]で 1941 年生まれとあり、多くの研究でも採用されてきた。し
かし、最近の調査により、本来は 1938 年生まれであるが、出生届けの遅れと手違いにより





























163 条違反したとの嫌疑で逮捕、７ヶ月拘置されたのである7。さらに 1980 年クーデタ後の戒
厳令のもとでは説教師の職を辞せざるをえなくなり、さらにいまだ軍政の影響の残っていた
1986 年に再度逮捕、勾留された。この時の逮捕状は、当時の首相トゥルグト・オザル（Turgut 
Özal;首相 1983－98、大統領 1989－1993）の口利きによって撤回されたが［Yavuz 2003：304］、
この２度にわたる軍部の介入と逮捕事件とを経験したことによって、ギュレンは自身の活動の
                                                  
6 この「灯台（ışık evler）」という名称は、直訳では「光の家々」を意味し、コーランの 24 章
36 節に依拠する。ギュレンによれば、イスラームを現代においてより知らしめ、神の栄光を
高めることを使命とする活動の拠点である、と説明される[Gülen, 2007]。尚、通常のトルコ











に覆す出来事が 90 年代後半に起きた。それが 1999 年 6 月の「カセット事件」と呼ばれる出来
事であり、これを引金に起きた世俗派メディアによる「反ギュレン・キャンペーン」であった


































ップ・エルドアン（Recep Tayyip Erdoğan）やアブドゥッラー・ギュル（Abdullah Gül）、ビュ















                                                  
10 トルコ語以外のメディアでは、BBC, Economist, Foreign Policy, International Herald 

















































しかし 1990 年代半ばになるとギュレン運動への脅威論も増し、ついには 1997 年「「2 月 28





















































                                                                                                                                                            
支援するため、トルコの偉大な過去と国民的文化を復興し、同じ言語・文化を有する諸国との
同盟によって国際競争力のある国とするためである、とその意図を語っている（Sevindi によ
































































































































ュレン運動の 1997 年「2 月 28 日過程」以降の 2000 年代の言説および活動内容を明らかにし、
それらのトルコ現代政治社会史における歴史的、社会的位置付けを検討する。言説資料によっ
てその足跡を辿った後、今後の展開についても検討を加えたい。 

































































































































































                                                  
23 「イスラーム」と言及することを避けた「宗教保守派(dindar ve muhafazakâr kesim; 
religious conservative)」という表現もある。本研究においては「イスラーム派」と「宗教保
守派」をほぼ同意義として用いる。 






































                                                  
25 兵役の義務を金納により免除する兵役金納制（Bedelli askerlik）の議論があり、2011 年 11












































が大半であり（例えば Yilmaz 2011; Koyuncu-Lorasdağı 2007）、ギュレン個人の「思想」を
「ギュレン運動の思想」として確固とした集団の総意として扱うことに迷いがない。しかし、
近年「ギュレンおよびその運動」という表記を用いて両者を注意深く区別する記述も見られる


































































導する共和人民党（Cumhuriyet Halk Partisi;CHP）の綱領 6 原則の一つとして登場し、1937
年の憲法改正の際に共和国の理念として明文化された29。しかし、これに先立つ 1923 年 9 月に
                                                  
27 例えば、宗務庁および国家統計庁の開示する 2011 年のデータによれば、2011 年時点で学校
数が約 67,000、病院数が 1,220であるのに対し、モスク数は 82,693、コーラン学校数は 10,914
である。これは一病院に当たり約 6 万人であるのに対し、モスク一棟当たり約 900 人の割合
となる（総人口 74,724,269 として筆者算出）。また毎年メッカ巡礼者数が世界の上位に入る
国であり、2011 年にハッジを行った人は 89,406、ウムラを行った人は 175,430 に上った。 
28 2000 年の調査では、「トルコの政治制度において宗教に基づく政党の場所はない」と考える
敬虔な有権者の割合は６割に上った[Çarkoğlu & Toprak 2000:58]。 





































                                                  
30 宗務庁関連の規定によれば、個人（自然人）や法人によって設立された礼拝所としてのモス
クやメスジドの所有権を各々に残し、その管理は宗務庁に委譲されるなどの規則がある
[Diyanet İşleri Başkanlığı Yönetmelikleri (官報掲載日 1998.12.04、該当頁 23543) ]。 
28 
 
に陥ったという認識が広がっていた[Kasaba 2008:6, Kadıoğlu 1998:1-3]。政権も不安定化し、
左右両派の対立も激化の一途を辿った。混迷の度合いを深めていた状況を回復するべく軍部が











ルバカンが 1970 年代に結党したイスラーム主義政党を継承した繁栄党（Refah Partisi;RP,ま



























1997 年２月に、序章でも言及した「２月 28 日過程(28 Şubat süreci)」と呼ばれる軍部の政治

















ろう。また、世俗派により「クーデタ」によって 1960 年、71 年、80 年、そして 97 年と世俗主
義を強硬に堅持する路線への揺り戻しが図られてきたが、その「カード」は容易には切れない
                                                  
32 トルコでは「冷戦終結」を、90 年代の政治的不安定を経て、従来の政治エリートが権力の
座から離れた 1999 年以降と見なすべきという考えが存在する。 
30 
 








1980 年クーデタ以降のトルコ政治は、公正発展党が総選挙で第一党となった 2002 年を一つ


















































































                                                  
34 この第 2 条とあわせて、国家形態が共和制であることを明記した第１条、国土と国民の不可
分性を謳う第 3 条は、第 4 条にて改正不可条項として規定されている。関連として、2008
年 6 月 5 日、憲法裁判所は、同年 2 月に議会を通過、大統領の承認を経た大学でのスカーフ




る個別の条文として第４条、10 条、14 条、15 条、24 条があり、特に第 24 条は、政治目的に
よる宗教の利用を禁止し、国家の法、政治、社会、経済などの基本的秩序が宗教的な原則を基
盤とすることを禁じる。この宗教の神聖性を守るがために、国家や政治への宗教利用を禁じる
という基本姿勢は以下でも議論するが、現行憲法にあたる 82 年憲法の前文に 2001 年 10 月 3
日付けで盛り込まれた次の文言にも通底する考え方である。「世俗主義の原則が要請するように、
神聖なる宗教的感情は国事および政治に決して介入させることはできない」［Türkiye 























































































                                                  
















































1960 年 5 月 27 日の軍事クーデタを誘発したとも言われる。 
1960 年に投獄と流刑の生涯を閉じたヌルスィーのイスラーム思想の特徴とはいかなるもの
だったのだろうか。ヌルスィーの行動主義を示す言葉は「肯定的行動（Müsbet Hareket ; 





























識人グループであった[Koyuncu-Lorasdağı, 2010:222-24, Özdalga 2006:551-56]。 
では「知識人の炉辺」とはどのようなグループで、いかなる来歴を有するのだろうか。この











                                                  
37 なおギュレンは、右派系団体「トルコ人の炉辺（Türk Ocakları）」から 1995 年に、この人




















































































































































































行して、学校教育に関わる活動が、主として 1970 年代後半から始まっていた。そして 80 年以











ば 2008 年には「世界の 90 か国で 500 校以上」[Economist, 6 March 2008]、2011 年には「世
界 130 か国で 1,000 校以上」［BBC, 25 May 2011］、2012 年には「世界 140 か国に 11,000









































                                                  
40 ギュレン学校の実数は、メディアは数字を誇張する傾向があるとの指摘もある［Agai 2003: 
48]。しかしおおよその規模を提示することには意味があると考え、本稿ではギュレン運動系
の Zaman 紙ではなく、中道左派系の Radikal 紙の報道を参照した。 
46 
 
合計  88 カ国 










南北アメリカ 6 1(+α) 54(+α) 0 61 
アフリカ 36 2 2 1(+α) 41 
アジア・オセアニア 51 6 8 0 65 
ヨーロッパ 122 13 19 4 158 
合計 215 21 83 5 325 








































になった時期こそが、公正発展党が政権を担う 2000 年代と重なるのである42。 
こうした教育活動に加えて、金融、保険、経済団体なども設立され、ビジネス分野への進出
も主に 1990 年代に始まっている。1996 年に Asya Fınans（アジア・ファイナンス）、Işık(光
明)保険などを設立、1993 年にはイスタンブルに İSHAD（İş Hayatı dayanışma Derneği, 職
業生活連帯協会）や同年アンカラに HÜRSİAD（Hür Sanayici ve İş Adamları Derneği,自由
実業家協会）などのビジネス団体を設置した。これらは、親繁栄党として知られた MÜSİAD




る発言をした[Türkmen and Parıldak, 2012]。 
48 
 
（Müstakil Sanayici ve İş Adamları Derneği,独立実業家協会,1990 年設立）に対抗してギュレ
ン運動を国内外で支援しているとされる[Yavuz 2003:192]43。国際的な活動を展開し始めた






















                                                  
43 ギュレン運動のビジネス活動では、女性の就業を奨励しつつも職場における昇進に男女差別
が存在する点、教育活動では設立した学校の 95％が男子校で、女子への教育機会の提供に積




























                                                  
45 200７年現在、発行部数で Hürriyet 紙と Posta 紙と並んで常に上位を占める大衆紙であり、
トルコと北キプロスを含め、多数のトルコ系住人が居住する中央アジアや欧州諸国（13カ国）
で発行、そのほとんどの国で現地語とトルコ語が併記されている。 














2002 年には米ヒューストンに NPO の宗教間対話研究所（the Institute of Interfaith Dialog、
後に Dialogue Institute of the Southwest に改称）を設立している。2012 年現在、ギュレンが
自主的な亡命しているアメリカには、大学における付属機関のほか、宗教間対話、異文化交流















を追うごとに参加者が増え、第 10 回の 2012 年には 135 カ国から 1,500 人のトルコ語学習者が
                                                  
48 CYVから政治家やジャーナリストに「寛容賞」を贈る活動も見られる[Başkan 2005:853-4]。 
































                                                  
51 ほかに、存命の詩人セザイ・カラコチ（1933 年生）の詩も好まれ、例えば「追放の地から、
首都の中の首都へ（'Sürgün ülkeden, başkentler başkentine'」という題の詩は、このイベ
ントの課題詩となったこともある。なお、同詩は 2012 年 9 月 30 日、エルドアン首相が公正
発展党党大会における演説の冒頭で朗読し聴衆の共感を得た詩でもあった[Hürriyet 2012]。 



























































































































































































2011 年に逮捕・拘留されていた、ギュレンに批判的なジャーナリストが 1 年振りに釈放された
のを機にギュレンへの批判も高まっていた。それらに対するギュレン本人のコメントがツイッ
ターを通じて公表された54。 
                                                  
























                                                                                                                                                            
開設された http://twitter.com/#!/FGulencomTR なお、同アカウントにおけるギュレン自身
のコメントとしては初だった。ギュレン運動の SNS における活動に関しては、[Anonymous, 
2012(Zaman,2012.3.11)]を参照。 





















［Özsoy 1998: 30‐32] 
 
ここには、宗教の政治化によって、政治ではなく、宗教が貶められる懸念があるゆえに、それ






憲法の条文とも一致する。刑法 163 条と同様に、82 年憲法第 24 条は、国家の基本的秩序を宗
教的原理に依拠させることを禁じ、さらに、「政治的または個人的な利益、または影響力を確保
する目的で、宗教または宗教的感情、または宗教によって神聖と見なされる物事を利用しては


























































































































































































































































































                                                  
56 議論の多いテーマゆえか、会議最終日に発表される最終宣言は必ずしも参加者全員の総意で
はない旨が付言されている。また、この会議は社会的コンセンサスの形成より、議論そのも
のに眼目が置かれる傾向が見られる。尚、2008 年 3 月末にアナトリア東部のディヤルバク
ルにて開催予定だったクルド問題をテーマにした第 17 回は、トルコ軍によるイラク越境攻
撃による厳しい情勢が重なり、同 7 月に延期、開催地もより西部のアバントに変更された






いた。また近年の例では、2011 年の第 23 回会議で、国務大臣で EU 交渉担当大臣のエゲメン・
バウシュ（Egemen Bağış）が開会の挨拶に立ち、後述する軍部の後見体制を刷新する必要性を
強調し、新憲法制定を火急の課題とする会議の趣旨と、自らの認識を同じにするという発言を
































回 開催年月日 開催場所 議題 
0 1998 年 6 月 14 日 イスタンブル 「イスラームと世俗主義」（予備シンポジウム） 
1 1998 年 7 月 16-19 日 ボル/アバント 「イスラームと世俗主義」 
2 1999 年 7 月 8-11 日 ボル/アバント 「宗教、国家、社会」 
3 2000 年 7 月 21-23 日 ボル/アバント 「民主的な法治国家」 
4 2001 年 7 月 13-15 日 ボル/アバント 「多元主義と社会の和解」 
5 2002 年 7 月 12-14 日 ボル/アバント 「グローバリゼーション：政治的、経済的、文化的特徴」 
6 2003 年７月 1１-13 日 ボル/アバント 「戦争と民主主義」 
7 2004 年 4 月 19-20 日 ワシントン D.C. 「イスラーム、民主主義、世俗主義：トルコの経験」 
（共催：Johns Hopkins 大学） 
8 2004 年 12 月 3-4 日 ブリュッセル 
（欧州議会ビル） 
「トルコのＥＵ加盟プロセス：文化、アイデンティティ、宗教」 
9 2005 年 7 月 1-3 日 エルズルム 「新時代に際して：教育における新たな探求」 
10 2006 年 3 月 31 日 
-4 月 1 日 
パリ 「トルコ･フランス間の対話：共和国、文化的多元主義、欧州」 
（共催：国際社会科学評議会（ＩＳＳＣ）、人間科学館（MSH） 




12 2007 年 2 月 25-26 日 カイロ 「イスラーム、西洋、近代化」 
（共催：アル・アハラーム政治・戦略研究センター） 
13 2007 年 3 月 17-18 日 イスタンブル 「アレヴィー性の歴史的、文化的、民俗的、現代的特徴」 
14 2007 年 4 月 13-14 日 イスタンブル 「フランス・トルコ間の対話-2：認識と現実」 
15 2007 年 11 月 16-17 日 イズミット 「新たな憲法」  
16 2007 年 12 月 15-16 日 イスタンブル  「ＥＵ加盟プロセスにおける文明間の架け橋としてのトルコ」 
17 2008 年 7 月 4-6 日 アバント 「クルド問題：平和と未来を共に模索する」 
18 2009 年 2 月 15-16 日 アルビル 「共に平和と未来を模索する」 
19 2009 年 6 月 19-20 日 ボル/アバント 「民主化：1980 年クーデタから欧州連合までの諸政党」 
71 
 
20 2010 年 3 月 12-13 日 アンカラ 「新たな社会的合意のための民主化」 
21 2010 年 5 月 17 日 カイロ 「エジプト、トルコ、そして中東における安定」 
22 2010 年 6 月 25-27 日 ボル/アバント 「後見制と民主主義」 
23 
 
2011 年 4 月 30 日 
-5 月 1 日 
ボル/アバント 「新時代、新憲法：基本原則、制度、過程」 
24 2011 年 6 月 17 日 イスタンブル 「6 月 12 日総選挙の評価会議」 
25 2011 年 12 月 3-4 日 ガズィアンテプ 「アラブの春以降の中東の未来とトルコ」 
26 2012 年 3 月 9-11 日 ボル/アバント 「新憲法の枠組み」 
27  2012 年 6 月 23 日 ボル/アバント 「トルコに関する異なる見方：民主化とトルコの民主的変容」 
28 2013 年 2 月 8-10 日 ボル/アバント 「トルコに関する多様な視点」 




























































































の批判をすることはできず、2009 年の第 19 回アバント会議で再度取り上げられるようになる





























































 第 13、14 項では、国家のとるべき態度と果たすべき責務について、第 15 項では、国家権力
の代表者と一般市民のあいだのディスコミュニケーションの問題を指摘している。この第２回
が開かれた 1999 年の時点では、国家権力の代表者とは軍部をはじめとする世俗派エリート層




（第 16 項）。 










つぎに、宗教と近代化のあいだに絶対的な矛盾はないと断った上で（第 21 項）、第 22 項で
                                                  


































た 1998 年から 99 年は、1980 年クーデタ後に制定された 82 年憲法が存在し、かつ前年 1997 年
には「2 月 28 日過程」とよばれる政治への軍部の干渉が起き、当時の繁栄党政権は退陣に追い
込まれ、反世俗派の粛清が起きていた不穏な時期であった。この時期に、それ以降のトルコが
                                                  
61 中道左派系ヒュッリイェット紙の総編集長だったエルトュールル・オズキョクは、個人的意
見と断ったうえで、過去にギュレンに対して不誠実な報道がなされていたことを認めた










さらに、2003 年 7 月に開催された第６回「戦争と民主主義」の提言も、ここであわせて見て
ゆきたい。この回は、2001 年 9 月 11 日に起きた米同時多発テロとその後のアフガニスタンや
イラク戦争などを含む中東情勢が念頭におかれており、国際的なトルコの位置づけとそのイス











































教グループに対し等しい距離をとっている [Şenyüz, 2011] 
 
さらにエルドアンは、自身も世俗的（laik）ではないが、世俗国家を治めることは可能である
とも述べているのだが62、この 2011 年のエルドアン発言に続いて、今度はギュル大統領が 2012
年５月に、「アングロ・サクソン型」の「世俗主義」を評価する発言をしている[Anonymous, 
2012,(Cumhuriyet, 2012.5.25 and LA Times)]。視察で訪問したカリフォルニアでギュルは、


























回「民主化：政党、1980 年クーデタから欧州連合へ」、第 20 回「新たな社会的合意のための民
主化」、第 22 回「後見制と民主主義」、第 27 回「トルコに関する異なる見方：民主化とトルコ

























分配などが列挙された（～第 14 項）。なお、第 15 項では、現行の中央行政以外の「在地の組織」
を利用することについて言及があり、クルド人組織が念頭にあると思われるが、あくまで「統
一国家内における」行政改革である旨を断っている。また、アバント会議の定番の主張である










つぎに、2009 年の第 19 回アバント会議「民主化：1980 年クーデタから欧州連合までの諸政
党」の議論を検討する[Abant Platformu,2009b]。この第 19 回は、タイトルに明確に打ち出さ
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2008 年-2010 年 10 月まで同党党首、2012 年に公正発展党に入党)のほか、公正発展党議員で内
務相ベシル・アタライ（Beşir Atalay、内務相任期は 2007 年-2011 年まで）、民族主義的保守
































る 1982 憲法の改正を問う国民投票を３か月後に控えた 2010 年６月、「後見と民主主義」と題す
る第 22 回アバント会議が開かれたのである。その最終報告書には、以下のような指摘が盛り込













認」姿勢の問題性も指弾された。最後に、より市民的憲法の制定と、EU 加盟を前提に EU 基準










                                                  
65 その他に、退役軍人のハキム・ファーイク・タルムジュオール（Hakim Faik Tarımcıoğlu）
という人物は、この第 22 回アバント会議の提言について「マグナ・カルタ以降に書かれた最
悪の憲法の、マグナ・カルタ後に書かれた最良のマニフェストを我々は見た」と述べ、全面的




事実もまた、現状を如実に物語っていると言える。そして、この会議の 3 ヶ月後の 2010 年 9
月 12 日には、1982 憲法の改正を問う国民投票が実施され、80 年クーデタを実行した軍人を一
般法廷で裁くことを可能にする文民統制案に 58％の賛成票が投じられた。奇しくもこの 9 月 12





















































































                                                  























正発展党政権の 2002 年から 2007 年まで法務大臣を務めたチチェキが出席していたことは特筆
に値する。 
 








                                                  
67 第 17 回は当初 2008 年３月 28、29 日に、クルド人が多数を占めるトルコ南東部の都市ディ
ヤルバクルでの開催が予定されていたが、政治情勢の悪化により同年７月４‐６日に延期と






























                                                  




























































検討の必要性が述べられ、2010 年第 22 回アバント会議の第 15、16 項では、後見体制は新たな
民主的憲法によってのみ克服できると論じられてきている。本節では、憲法問題が議題として
掲げられた、2007 年の第 15 回「新憲法」、2011 年の第 23 回「新時代、新憲法」、そして 2012
年の第 26 回「新憲法の枠組み」の３回の議論を検討する。 
                                                  
69 元参謀総長であり退役陸軍大将のヤシャル・ビュユクアヌトは、2007 年４月 27 日の軍のウ































踏まえて、軍事政権期に制定された 82 年憲法に代わる新たな憲法の草案が議論されたのである。 




























                                                  
70 2010 年 11 月 2 日から 2011 年 3 月１日まで開催。共同議長をバシュケント大学教授で法学
者のエルグン・オズブドゥン（Ergun Özbudun）とビルギ大教授トゥルグト・タルハンル
（Turgut Tarhanlı）が務めた[TÜSİAD, 2011]。 



































                                                                                                                                                            
バント会議]に存在する異なる分野からの知識人や学者の見解を、トルコ政治に対する有意義
な貢献として提示することができる」とアバント会議の意義を認める発言をしている[Erdal 

















































































































































































































長は、憲法に世俗主義原則が盛り込まれた 75 周年にあたる 2012 年２月５日、世俗主義につい
て「何世紀にも渡る国家と国民の経験の結果として憲法に加えられた世俗主義の原則も、信仰
や文化の違いにかかわらず、基本的人権を保障する不可欠の憲法規定である」とコメントを発






























いる。ギュレンの転機ともなった 1997 年の「２月 28 日過程」の関係者、首謀者に関しても、
どのような命令系統で誰が関わっていたのか等の解明が進められている。例えば、2011 年 3
月、「バルヨズ（大槌）」クーデタ計画の容疑者として逮捕された退役将校チェティン・ドアン
は、捜査の過程で、このクーデタ計画だけではなく、1960 年クーデタおよび 1997 年｢2 月 28







































っていたのである。2010 年の第 22 回会議アバント会議にも出席していたサードゥッラー・エ
ルギン法相は、オザルの死に疑惑があるとし、その原因として「オザルが初の軍人出身ではな
く民間出身の大統領であったことが、深層権力を不快にした」ためであると発言している
[Anonymous, 2010(Hurriyet, 26 Haziran)]。その後、毒殺説を疑う家族の訴えを受けて、ギュ






























































































































































































































































































































































































































第 15 回 アバント会議「新憲法」2007 年 11 月 16-17 日 


























































































































































































































































                                                  

































































第 27 回アバント会議「トルコに関する異なる見方：民主化とトルコの民主的変容」 2012 年























                                                  
75 本文では、アバント会議における外交政策、中東や EU との関係、経済問題などに関する議









9. トルコの EU への完全加盟の過程は、互恵的な経済的利益に関するものであると同時に、基
本的には普遍的な価値、生活水準および民主主義の相互発展に関係する。 
10. ヴィザ撤廃を目標とする緩和過程は歓迎されている。ヴィザの撤廃は、EU が人間の生活に
重要性を置き続けることを示し、また EU 加盟における人々の要望を活性化するだろう。 
11. 交渉の行き詰まりにおける責任は、EU 加盟に向けた努力を鈍化させているがゆえに[トル
コ]政府と、[交渉における]新たな章を開くことを妨げているがゆえに EU と EU 加盟諸国に
ある。 
経済 
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